
 

 

    

 

    

 

    

教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会点検・評価報告書点検・評価報告書点検・評価報告書点検・評価報告書    

（平成２９年度対象）（平成２９年度対象）（平成２９年度対象）（平成２９年度対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１平成３０年１平成３０年１平成３０年１１１１１月月月月    

津島市教育委員会津島市教育委員会津島市教育委員会津島市教育委員会    

    

    



 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



 

 

目  次 

Ⅰ はじめに 

 １ 点検及び評価の趣旨   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 ２ 点検及び評価の対象   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 ３ 点検及び評価の方法   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

  (1) 点検及び評価の視点   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

  (2) 学識経験者の知見の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

Ⅱ 教育委員会の点検・評価  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

 １ 教育委員会の活動    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  (1) 教育委員会の会議の運営に関すること   ・・・・・・・・・・ ３ 

  (2) 教育委員会の会議の公開、保護者や地域住民への情報発信 ・・・ ３ 

  (3) 教育委員会と事務局との連携 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  (4) 教育委員会と市長の連携   ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  (5) 学校及び教育施設に対する支援・条件整備 ・・・・・・・・・・ ３ 

 ○ 担当課による評価   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

 ○ 学識経験者の意見   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 ２ 教育委員会が管理・執行する事務 ・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

  (1) 教育行政の運営に関する基本方針を定めること ・・・・・・・・ ５ 

  (2) 教育委員会規則及び規程を制定し、又は改廃すること ・・・・・ ５ 

 (3) 教育予算その他議会の議決を経るべき議案の原案を決定すること ・・ ５ 

  (4) 教育委員会の所管に属する各種委員会委員任命又は委嘱に関すること ・ ６ 

  (5) 津島市小中学校長会に関すること ・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

  (6) 津島市立小中学校の二学期制に関すること ・・・・・・・・・・ ６ 

 ○ 担当課による評価   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 ○ 学識経験者の意見   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

 ３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 ・・・・・・・・ 10 

  (1) 学校教育課主要事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

   ① 東小学校下水接続工事事業              ・・・・・・・・・・ 10 

   ② 北小学校屋内運動場トイレ改修事業 ・・・・・・・・・・・・・ 10 

   ③ 給食献立コンクール事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

④ 学校給食用物資選定会の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 



 

 

   ⑤ 給食費の未収金対策   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

   ⑥ 学校補助員配備の充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

   ⑦ 適応指導教室事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

    ⑧ 学校図書館図書整備事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

   ⑨ キャリアスクールプロジェクト推進事業  ・・・・・・・・・・ 11 

⑩ 親子料理教室事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

○ 担当課による評価   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 ○ 学識経験者の意見   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

（２）社会教育課主要事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

   ① 郷土の歴史的遺産活用事業   ・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

   ② 文化財の修理、保存補助事業  ・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

   ③ 家庭教育推進事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

   ④ 放課後子ども教室推進事業   ・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

   ⑤ 指定管理者事業   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

   ⑥ 生涯学習推進事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

   ⑦ 青少年事業    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

   ⑧ 公民館事業       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

   ⑨ 生涯学習センター管理・運営事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 16 

⑩ 総合型地域スポーツクラブ活動補助事業   ・・・・・・・・・ 17 

   ⑪ スポーツフェスティバル事業   ・・・・・・・・・・・・・・ 17 

   ⑫ 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会事業 ・・・・・・・・・・ 17 

   ⑬ 各種団体への行政関与の見直し事業     ・・・・・・・・・・・ 17 

○ 担当課による評価   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

 ○ 学識経験者の意見   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

 



 

1 

 

Ⅰ はじめに 

 

 １ 点検及び評価の趣旨 

 本報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26 条の規定

に基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を

果たしていくために、平成 29 年度の教育委員会の点検及び評価を行い、教

育に関する学識経験者の意見を付して報告するものです。 

 結果を公表することにより、市民の皆様に教育に関する事務の管理及び執

行の状況について説明するとともに、今後の施策・事業の展開等に活用し、

より一層効果的な教育行政の推進を図っていきます。 

 

 

＜参考＞  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定によ

り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定

により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況

について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に

提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 点検及び評価の対象 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 21 条及び第 22 条に規定す

る教育委員会及び地方公共団体の長の職務権限について、平成 29 年度の部

方針書に位置づけて実施した施策・事業等の実施状況を点検及び評価の対

象としています。 

 

３ 点検及び評価の方法 

（１）点検及び評価の視点 

   教育委員会議の開催など教育委員会の活動状況を明らかにするとともに、 

施策・事業等については、妥当性及び有効性等の視点から実施状況を点検し、 

課題等を踏まえた今後の取り組みの方向性を明らかにしています。 

 

（２）学識経験者の知見の活用 

   教育委員会の活動状況や施策・事業等の実施状況についての点検及び評

価の客観性を確保するとともに、今後の取り組みに向けた活用を図るため、

元津島市小中学校長会長の平野典男氏、家庭児童相談員の伊藤幸代氏の２

名から点検及び評価に関する意見や助言をいただきました。 
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Ⅱ 教育委員会の点検･評価 

１ 教育委員会の活動 

（１）教育委員会の会議の運営に関すること 

   教育委員会議については、毎月１回「定例教育委員会｣を開催した。 

 

（２）教育委員会の会議の公開、保護者や地域住民への情報発信 

教育の機会均等、教育水準の維持向上及び地域の実情に応じた教育の振

興が図られるようにするため、ホームページ等を利用し、開催結果を公開

し、開かれた審議を進めた。 

 

（３）教育委員会と事務局との連携 

   教育委員会の招集告示は委員会の 1 週間前としている。会議資料の提供

は、個人情報が多く含まれていることから、当日配付することとしている。 

 

（４）教育委員会と市長の連携 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、平成 27 年度か

ら地方公共団体の長と教育委員会で構成する総合教育会議の設置が義務付

けられた。これを受け、総合教育会議を２回開催した。 

また、市長部局が開催する行政経営会議、部課長連絡会議に参加した。 

 

（５）学校及び教育施設に対する支援･条件整備 

    ５月定例教育委員会に学校訪問等参加計画書（前期・後期）を示し、計

画訪問ができるよう調整している。 

 

○担当課による評価 

（１）定例教育委員会を 12 回実施した。 

（２）定例教育委員会の議事録をホームページに掲載し広く情報発信を行った。 

（３）市長と連携して、総合教育会議を開催し、防災教育やコミュニティスクー

ルについて等を議題として、活発な意見交換を行った。 

市長部局との会議により連絡、協調が図られた。今後も、各小・中学校

の地域教育の現状を把握し、教育の振興を図るため毎年複数回の開催が必

要である。 
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（４）学校訪問は８小学校、４中学校、１幼稚園への訪問を実施し、委員の積極 

的な参加により実情の把握及び指導に努めた。 

 

 

○学識経験者の意見 

・子どもたちの健やかな成長に向けて、市長および市長部局と教育委員会が連

携し、総合教育会議や諸会議を通して、今日的な重要課題などが協議され、活

発な意見交換を行うことで意思疎通も図られていることは大いに評価できる。

また、その議事録をホームページで市民に情報発信するなど、開かれた教育委

員会や教育行政をめざす姿勢に好感がもてる。 

 教育委員会が教育行政を推進していくために、教育現場の現状把握、学校と

の親密な連携が不可欠である。学校や児童生徒の実態把握・理解およびその地

域を知ることが、その地域、学校、保護者にあった適切な教育行政を進めるこ

とに繋がると考える。そのためにも、できる限り学校や地域を訪れて生の声に

耳を傾けたり、様々な行事にも進んで参加して現場の状況を的確に把握したり

していただきたい。 

津島市の児童生徒の健やかな成長に向けて、市長や市長部局との話し合い等

による連携が図られ、総合教育会議の開催等で協調が図られていることは評価

できる。また、議事録や活動状況等をホームページで発信していることは、今、

教育に関して何が行われているのか、何が行われようとしているのかがよくわ

かり、保護者のみならず市民に広く安心感を与えることができるので情報提供

についても評価できる。 

 今日的課題としてあげられている、防災教育やコミュニティスクールについ

ては、学校との密接な連携がより不可欠な活動であると考える。そこで、学校

訪問等で学校の現状を把握するだけでなく、地域の理解や意識の温度差の調整

にも教育委員会がリーダーシップをとっていただきたい。市の宝である児童生

徒の安全安心につながる有意義な活動だからこそ、それぞれの学校、保護者、

地域が手をつなぎ、ひとつの大きな輪となって盛り上げていかなくてはならな

いと考える。そのためにもしっかりと支えていただきたい。 

 教育現場の多忙化など相変わらず課題は山積している。中でも、いじめ・不

登校問題については大変苦慮している。解決は難しく、永遠の課題ではあるが、

周囲の大人たち、保護者や学校、地域の大人たちの協力があれば、つらい思い

をしている児童生徒の心を癒すことはできると期待している。多々あるこれら

の課題に対して活路が見いだせるよう、指導的立場でお力添え願いたい。 

 



 

5 

 

・法による総合教育会議の実践により、市長・市長部局と教育委員会が共通認

識のもとに施策が講じられていること、また、様々な会議を通じて情報の共有

を図り、当面の重要課題等を協議して解決し、方向性が確認されていることは

評価できる。そして、その議事録をホームページで市民に情報発信するなど、

開かれた教育委員会や教育行政をめざす姿勢に好感がもてる。議事録のホーム

ページへの掲載が、よりスムーズに行われると、さらに効果的となる。 

 教育委員会が役割や機能を十分に果たしていくために、学校をはじめ教育現

場の現状把握を図り、学校と信頼関係に基づいた連携を取っていくことは最も

大切なことであり、学校訪問や各種行事への参加は、学校や児童生徒の実態把

握・理解のよい機会となる。できる限り学校や地域を訪れる機会を増やし、保

護者・地域・学校の声に耳を傾けつつ方向性を定め教育行政を推進していただ

きたい。 

 いじめ・不登校、教員の多忙化、地震・風水害等の安全対策など課題が山積

している。それらの課題に直面している学校や教員に対し、教育委員会が指導

的な役割を果たしていくためには、教育委員はじめ事務局職員の研修の機会を

設けたり、また、自ら識見を高めるよう努めていただきたい。 

 

 

２ 教育委員会が管理･執行する事務 

（１）教育行政の運営に関する基本方針を定めること 

   基本方針は教育委員会の部方針書に位置づけて設定している。具体的に

は、学校施設の管理運営、安全・安心な学校給食の提供、学習活動の拠点

整備、教育組織の適正運営、郷土の歴史・文化への関心の向上、生涯学習

機会の充実等である。 

 

（２）教育委員会規則及び規程を制定し、又は改廃すること 

   条例改正等に伴い規則の制定及び規則や規程の一部改正を行った。 

  

（３）教育予算その他議会の議決を経るべき議案の原案を決定すること 

＜６月補正予算＞ ６月定例教育委員会に報告を行った。 

・キャリアスクールプロジェクト（小学校）事業        133 千円 

・特別支援教育事業（天王中）                          100 千円 

・東小学校下水接続工事事業           6,661 千円 
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＜９月補正予算＞ ９月定例教育委員会に報告を行った。 

・要・準要保護就学援助費（小学校）支給事業        3,596 千円 

・要・準要保護就学援助費（中学校）支給事業        1,371 千円 

 

＜３月補正予算＞ ３月定例教育委員会に報告を行った。 

・平成 30 年度学級増に伴う教育環境整備事業         374 千円 

・対外競技補助金事業（減額補正）             △1,488 千円 

・共同調理場維持管理事業                △1,336 千円 

 

（４）教育委員会の所管に属する各種委員会委員任命又は委嘱に関すること 

各委員の選任について、任命４件、学校（園）医等の委嘱 1 件、委員会

委員の委嘱４件を原案のとおり承認した。 

 

（５）津島市小中学校長会に関すること 

津島市立小中学校の教育振興・発展を図ることを目的として、教育委員

会主催で年１１回の定例会議を開催した。 

 

（６）津島市立小中学校の二学期制に関すること 

津島市教育委員会は、行事の削減・見直しを行い、授業時間数を確保す

るとともに、教師が児童生徒と接する時間を増やし、学習・生活面で個々

の児童生徒への支援を充実させる目的で平成19年度から本格的に二学期制

を導入してきた。 

 

○担当課による評価 

（１）部方針書に基づく基本方針の施策目標及び方針 

 

◎学校教育課  

 ・豊かな心を育てる活動事業として、子どもたちが未来への夢や目標を抱き、

活力ある大人へと育つように、外部講師としてスポーツ選手や芸術、文化

人を招き南小・神島田小・天王中・暁中学校の４校において講演事業を実

施した。 

 ・平成 29 年度についても適応指導教室を 2 教室開設し、指導員 6 人により、

不登校児童生徒の基本的生活習慣の育成、学校復帰及び卒業後への進路支

援を行うなど教育の充実とともに、心の居場所づくりに努めた。 
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 ・中学生、小学校高学年（５・６年生）に外国語活動を行うため、語学指導

等を行う外国青年招致事業（JET プログラム）を活用し外国人講師を 6 人配

置し、小中学校の外国語教育の充実を図った。 

・学校施設・環境の整備 

  東小学校の下水接続工事、北小学校体育館トイレ改修工事を実施した。木

の香る学校づくり推進事業を活用し、小学校に 22 台と中学校に 17 台の教

卓の整備を行った。 

・安全でおいしい給食の提供、食物アレルギー除去食対象品目の検討 

  これまでと同様、安全でおいしい給食を提供するとともに、食物アレルギ

ー除去食の対象品目の見直しを図るため検討を行い、手引きを作成した。 

 

◎社会教育課  

・自立と責任ある行財政運営 

  指定管理者との定期的な打合せにより情報交換を行い、パートナーシップ

を築き、市民満足度の向上と経費節減ができた。 

  ・学習活動の拠点整備 

  子どもたちが地域社会の中で地域住民とともにスポーツや文化活動を   

通して心豊かで健やかに育むことができる環境づくりができた。 

  ・郷土の歴史・文化への関心向上 

  市民が文化財保護への理解と郷土の文化、文化財への関心を高めるこ   

とが必要であるが、文化遺産や郷土資料等の情報発信とともに、堀田家住

宅での企画展や和楽器体験教室の実施、ユネスコ無形文化遺産の登録を契

機とする学習会等、歴史や文化を身近に感じてもらう機会の創出に努めた。 

  ・青少年活動の推進 

  地域の大人たちが子どもたちと一緒に工作や体験学習を行う「おやこワク

ワク体験活動フェスティバル！」を通して、地域の子どもをみんなで育て

るという仕組み、環境づくりに取り組んだ。 

  ・生涯学習機会の充実 

  「生涯学習ガイド」を発行し、市民が活用しやすい学習情報を提供した。

また、市民大学講座の内容の充実と周知に努めた。 

  ・市民団体によるスポーツ活動の支援 

  総合型地域スポーツクラブの活動支援及び、人材育成と安定した経   

営を目指した。自主運営ができる仕組みづくりを支援した。 

  ・広域的な連携によるスポーツ環境の充実 

  スポーツフェスティバルを市民と協働で実施し、市民が気軽にスポーツに

参加できる場を提供した。 
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  ・スポーツ活動の普及 

  市民のスポーツ活動及び青少年の健全育成の場として、学校体育施設の開

放を実施し、スポーツ活動の普及に取り組んだ。 

  津島市生涯学習センターを、誰もが気軽に利用できスポーツ等に親しむこ

とができる環境にするため施設の整備等に取り組んだ。 

 ・スポーツ施設の整備 

  緊急性の高い修繕を実施し、利用者が施設を安心して使えるよう努めた。 

 

（２）３月、６月、９月、12 月の定例市議会の内容は、直近の定例教育委員会

で報告した。 

 

（３）津島市小中学校長会の主な会議内容 

  ・教育長から学校経営・管理に関する内容について指示を行った。 

  ・教育の研究調査及び意見の集約などについて協議を行った。 

  ・教育委員会事務局から教育行政の情報提供を行った。 

  ・教育委員会関係の予定について伝達を行った。 

なお、年度初めの４月、年度末の３月は、教頭も参加し、円滑に学校経営 

 が進められるように会議を行った。また、事前に教育委員会指示内容の検討 

 を行うための役員会を開催した。 

（４）２学期制実施の効果 

  ・授業や活動の時間が増え、教師は児童生徒とじっくり向き合うことがで

き、相互理解が深まり学校生活全般の向上が見られている。 

  ・繰り返し学習、体験学習や教育相談活動が充実し、基礎学力の定着や健

全育成につなげることができている。 

  ・各教科の達成度を評価するにあたり、長いスパンで児童生徒の学習活動

を観察できるため、学習意欲や技能、知識、理解などの評価をより適切に

進めることができている。 

 

 

○学識経験者の意見 

・豊かな心を育てる活動事業は大変すばらしい取組のひとつだと考える。２０

２０年の東京オリンピックに刺激されて、自分の力を信じてより高いところに

夢を持つ児童生徒も多くいることだろう。そんな生の刺激を与えられるこの事

業はこの上なく貴重な体験ができる事業なので、大人の都合だけで適当に縮小

されることなく今後も長く続けてほしい。 

 食のアレルギーを持つ子は年々増加している。そんな子供たちの対応をして
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いる学校現場の大変さを想像すると頭が下がる思いである。給食を提供する側

として万全の危機管理はもちろんできていると思うが、想定外の出来事が多々

起こりうるのが学校現場である。マニュアルは学校職員にも周知徹底するとと

もに、マニュアルに頼りすぎることなく、臨機応変に対応できるためにも、教

育委員会と調理場と学校の連携を強化していただきたい。また、楽しくておい

しい給食という観点からも食育の推進に心がけていただきたい。 

 ２学期制の効果については、教師が児童生徒とじっくりと向き合う時間が増

えたことが評価できると考える。どんな学習や活動も教師と児童生徒が相互理

解し合い、その理解が深まることで学校の教育活動全般の向上に繋がると考え

る。また、教師が児童生徒一人一人の学習状況を観察する時間的な余裕ができ

るため、一人一人に合った学習課題等を設定することができ、その解決にも様々

な教育活動を設定することで児童生徒の学力向上にも繋がると考える。今後も、

児童生徒の確かな学力の定着のため有効に活用していただきたい。 

 

・市内の小中学校を対象にした｢豊かな心を育てる活動｣事業は、年間小中学校 4

校で開催されている。スポーツ選手や芸術家・文化人などを招き、講話を聞い

たり実演を鑑賞することで、子どもたちが将来の夢や目標を抱く、よい機会と

なっているので、今後とも継続していただきたい。 

国内を訪れる外国人観光客は増加しており、オリンピックの開催国でもある

ため、急速に国際化が進展している。津島市においても尾張津島天王祭りがユ

ネスコの無形文化遺産に登録されるなど、国際化の波は押し寄せている。従来

から、市では国際交流に尽力しているが、国際化への対応力の基礎は英語教育

であり、その充実のため小中学校の外国人講師の増員と教員研修の充実をお願

いしたい。 

不登校対策の取り組みや指導が、きめ細かくできるよう２か所の適応指導教

室が開設されていることは、大きく評価したい。不登校の児童生徒には、継続

支援が欠かせない。適応指導教室の指導員と学校の教師が連携し、不登校児童

生徒が学校復帰できるよう、今まで以上の支援をお願いしたい。 

学校給食共同調理場の最新設備で作られた衛生的で安心安全な給食が、子供

たちに届けられている。今後は、食育に一層力を注ぐとともに、個別のアレル

ギー対応や安全な物資の購入に心がけていただきたい。 
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３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

（１）学校教育課主要事業 

 

① 東小学校下水接続工事事業 

          決算額 6,588,000 円 

東小学校で下水接続工事を実施した。 

 

② 北小学校屋内運動場トイレ改修事業        決算額 6,048,000 円 

 

国の平成 28年度一般会計第 2次補正予算に係る学校施設環境改善交付金

繰越事業として北小学校の屋内運動場トイレ改修工事を実施した。 

③ 給食献立コンクール事業 

給食献立コンクール事業を実施した。 

応募総数   小学校  791 点  中学校 317 点   合計 1,108 点 

入賞作品 12 点を選び、給食の献立に採用した。 

 

④ 学校給食用物資選定会の実施 

   学校給食用物資購入に際し、安全で良質な物資を安価に購入するため、 

毎月 1 回開催した。 

  平成 29 年度実績 

   開催数 11 回（８月を除く） 

   構成員（学校教育課長、給食調理場長、栄養教諭（学校栄養職員含む）

６名、小・中学校給食主任３名の計 11 名） 

   年間取引金額 294,466,182 円 

 

⑤ 給食費の未収金対策 

   給食費の未納者に対し、督促状を送付し、徴収に努めた。 

平成 29 年度末（平成 30 年 5 月 31 日現在）未収金 119 人 3,121,566 円 

 

⑥ 学校補助員配備の充実                      決算額 31,926,608 円 

支援を要する児童生徒への指導を充実するため、市雇用の補助員を市内

12 小中学校へ配備した。 

 

⑦ 適応指導教室事業                         決算額 12,546,993 円 

心理的・情緒的な要因により、不登校の状態にある児童生徒及びその保
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護者を対象として、適正な相談・助言及び指導を行い、学校復帰を支援し

た。 

指導員６人配置  平成 29 年度適応指導教室の登録者数 22 人 

 

⑧ 学校図書館図書整備事業  決算額 6,689,453 円   小学校 3,624,093 円 

中学校 3,065,360 円 

    子どもたちの豊かな感性や情緒を育み、健やかな成長に資する図書を提 

供するため、学校図書館の蔵書数を学校図書館図書基準に見合うよう整備 

を進めている。 

 平成 29 年度小・中学校蔵書数（平成 30 年 3 月 31 日現在） 

東小学校 12,605 冊 

西小学校 10,177 冊 

南小学校 9,207 冊 

北小学校 10,138 冊 

神守小学校 8,803 冊 

蛭間小学校 9,827 冊 

高台寺小学校 6,896 冊 

神島田小学校 9,582 冊 

天王中学校 10,418 冊 

藤浪中学校 14,651 冊 

神守中学校 12,053 冊 

暁中学校 13,773 冊 

 

⑨ キャリアスクールプロジェクト推進事業（職場体験） 

決算額 130,000 円 

   若年層の進路意識の希薄さや勤労観の未発達が大きな社会問題となって

いる。その対策として、生徒が職業の魅力を感じ、望ましい勤労観や職業

観を醸成できるように、職場体験学習を核とした中学校１年生から３年生

までの系統的なキャリア教育のさらなる推進を図る目的で実施した。 

   「職場体験支援委員会」（年２回）にて事業の共通理解を図り、「実務担

当者会」（年１回）にて、学校間の情報共有及び事業所との調整等を図った。

平成 29 年度の津島市内並びに近隣市町村内の延べ協力事業所は、188 か所

になった。 

中学校名 期  間  参加生徒数 
協力事業

所数 

天王中学校 11 月８日～11 月 10 日 ３日 140 人 48 
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⑩ 親子料理教室事業 

親子料理教室事業を実施した。 

参加者数   児童生徒及び保護者 18 組 43 人 

応募者数      同      79 組 192 人 

地場産物を使い、親子で簡単な朝食作りをした。 

 

○担当課による評価 

① 東小学校で下水接続工事を実施し学校の環境整備を推進することができ

た。 

② 北小学校のトイレ改修工事を実施し学校の環境整備を推進することができ

た。 

③ 「給食献立コンクール」の実施により、家庭の料理を学校給食に生かすこ

とで応募数も増え、より給食への関心が高まった。 

④ 安全・安心な食材の確保ができ、おいしい学校給食の提供ができた。 

⑤ 平成 28 年度比で 271,235 円の未収金の増加となっている。引き続き学校と

協力し、督促状の送付も含め徴収に努めているが、場合によっては催告書の

送付、家庭訪問等を行い、さらに未収金の徴収に努めなければならない。 

⑥ ８小学校４中学校に学校補助員を確保できた。 

⑦ 適応指導教室登録者が学校へ復帰したり、定時制高校へ進学するなど、一

定の効果を得ることができた。今後もさらに教室と学校との連携を深め、不

登校の児童生徒にきめ細かい指導を行っていく。 

⑧ 学校図書館の充実は今後も課題であり、引き続き整備していく必要がある。 

⑨ 多くの事業所の協力を得て、生徒たちが働くことの意義を知り、職業選択

の参考になる貴重な体験をすることができた。 

⑩ 親子一緒に調理をすることで、地場産物を知り、家庭の一員として手伝い

をすることと食に対する意識の向上が図られた。 

 

○学識経験者の意見 

・財政が厳しい中、工事・整備・修繕事業が行われているが、小中学校の現状

は老朽化や劣化等が深刻な状況となっている。緊急性・危険性の高い箇所につ

いては迅速に対応しつつ、長期整備計画に基づいた大規模修繕の実施が急務と

藤浪中学校 10 月 18 日～10 月 20 日 ３日 149 人 48 

神守中学校 11 月 29 日～12 月１日 ３日 188 人 48 

暁 中学校 ６月 13 日～６月 15 日 ３日 128 人 44 
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考える。危険箇所の放置が危惧されるため、市長と教育委員会の総合教育会議

での検討をお願いしたい。 

財政の厳しい中、市内の小中学校 12校に学校補助員を配置できたことは、児

童生徒にきめこまかな指導ができるという点で高く評価できる。次年度以降も、

各小中学校の児童生徒の実態に応じて配置すべきである。 

学校図書館充実の必要性が述べられているが、蔵書数ばかりにこだわるので

はなく、子どもたちが想像の翼を広げる大切な場所と考え、読書環境にも重点

を置くような予算配分をお願いしたい。 

 

・学校環境整備計画に沿って学校教育環境が整えられてはいるのだが、トイレ

改修工事が翌年度に繰り越しになったり、学校図書館のハード面の整備が何年

も先延ばしになったりしている。児童生徒の健やかな成長に環境面を整えるこ

とは必要不可欠である。そのような現状について、厳しい財政状況の中だから

こそ、事業内容について一考し、優先順位の見直しを図ることが必須であると

考える。 

 適応指導教室の存在は、心理的・情緒的な要因で学校に行けない（行き難い）

児童生徒およびその保護者にとって大変有難いものだと思われる。指導員の先

生方も児童生徒一人一人の個性を尊重しながらも学校教育上必要な指導を着実

に進めてみえる。今後もこの事業が円滑に進められ、学校等との連携が一層密

になるように指導・助言・支援をお願いしたい。 

 子供たちに安心で安全な学校教育環境を提供するという観点から、施設・設

備の整備は確かに重要ではあるが、人的環境の整備も同様に重要だと考える。

学校補助員整備の充実に力を注いで頂いていることは大いに評価できると考え

る。今後も、子供たちの豊かで健やかな心の育成のためにより一層の充実をお

願いしたい。 

 

 

（２）社会教育課主要事業 

① 郷土の歴史的遺産活用事業   決算額 5,749,712 円 

 市民が地域の文化や歴史的遺産に関心を持ち、地域の誇りとして保護･継

承するとともに、新しい地域文化創造へと発展させるために、堀田家の利活

用の検討を行った。 

 堀田家住宅観覧者数の平成 29 年度実績は 4,275 人。 

 

② 文化財の修理、保存補助事業 決算額 28,126,974 円 
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 文化財の所有者、管理者、保存団体等に対する助言、文化財保存のための

計画的な修理及び無形民俗文化財の保存活動を支援した。 

（ｱ）文化財保存事業費補助 

  ・津島秋祭山車保存修理費補助 

  ・津島秋祭石採祭車保存修理費補助 

・神楽太鼓等修理費補助 

  ・尾張津島天王祭鉄船塗装修繕補助 

（ｲ）尾張津島天王祭車楽舟行事保存事業費補助 

（ｳ）無形民俗文化財保存事業費補助 

（七福神踊り保存会、津島山車保存会、津島石採祭車保存会） 

(ｴ) 山車蔵修景整備事業補助 

   （平成 29 年度は馬場町が建替、中之町と小中切が改修をおこなった） 

 

③ 家庭教育推進事業  決算額 117,000 円 

平成 27 年度より推進地区に指定された東小学校区において、学校、家

庭、地域の連携により、親子や子どもの異学年、また、世代間の交流を

深める事業が実施されたほか、海部地区子育て支援地域交流会「家庭教

育を考える学習会」において東小学校ＰＴＡや市内で活動する読み聞か

せボランティア団体が表彰され、事例発表を行った。 

 

④ 放課後子ども教室推進事業  決算額 16,479,080 円 

放課後における子どもの安全かつ安心な活動の場を学校の余裕教室等

に確保し、地域の住民の参画を得ながら、さまざまな体験、交流、学習

等の活動の機会を提供した。 

実施校 実施曜日 実施時間 活動場所 
定員 

児童数 

西小学校 火・水・木・金 

午後２時 

(授業終了後)

から 

午後５時 

まで 

旧理科室 35 人 

神島田小学校 火・水・金 旧体育館会議室 25 人 

東小学校 月・火・水・木 旧普通教室(2室) 60 人 

蛭間小学校 月・火・水・木 視聴覚室 40 人 

北小学校 月・火・水・金 視聴覚室 20 人 

神守小学校 月・火・水・木 旧図工室 40 人 

南小学校 月・火・水・木 旧体育館控室 30 人 

高台寺小学校 火・水・木・金 旧生活科室 40 人 

⑤ 指定管理者導入施設  決算額 191,586,000 円 

適正な管理運営及び施設利用者に対して満足度の高いサービスを提供
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するため、各施設等でモニタリングを実施した。 

(ｱ)津島市立図書館 

貸出者数(83,295 人)は前年度より約 1,800 人減となったが、蔵書冊

数については 29 年度末で 298,336 冊(328 冊増)、市内図書利用カード

登録者数は 33,104 人(1,015 人増)で昨年度と比較すると増加傾向にあ

る。 

 (ｲ)津島市中央公民館 

中央公民館は指定管理者の企画事業が、例年どおり好調であった。

長年続いた教室から公民館クラブに進んだものもあり、同好会や公民

館クラブの数が２８から３０に微増した。利用状況は安定している。 

 (ｳ)親愛集会所・永楽集会所 

町内会等地縁の団体を管理者に選定し、地域住民の生涯学習、交流

の場として地域の実情に即した管理運営を行った。 

 (ｴ)教育・体育施設及び都市公園 

（児童科学館､錬成館､総合プール､市営球場、市営庭球場､葉苅スポ

ーツの家､東公園） 

錬成館等の施設を利用し各種スポーツ大会・教室等を催しスポーツ

振興に取り組んでいる。また児童科学館では、利用者のニーズに合わ

せた工作教室及び昆虫展やプラネタリウムを利用した映画上映など指

定管理者自主事業を開催し利用者促進に努めている。今後も快適な教

育・体育施設を維持するため計画的に修繕を行っていく必要がある。 

    

⑥ 生涯学習推進事業  決算額 483,606 円 

 市民が活用しやすい生涯学習情報『生涯学習ガイド』を発行し、市の施設

等で常置するとともに、ホームページへも掲載した。 

 また、過去の受講者アンケートの回答によりニーズを的確に捉え、大学等

から多様な分野の講師を招いて、市民の高度かつ専門的な学習意欲に応える

ために市民大学講座を開設した。 

   ※受講料は 1 回 300 円を徴収した。 

 

テーマ 日時 場所 参加者 

くらしの基礎知識 

（4 回） 

６月３日(土) 

午前 10 時 

～  

11 時 45 分 

図書館 

26 人 

６月 10 日(土) 25 人 

６月 17 日(土) 23 人 

６月 24 日(土) 22 人 

絵画鑑賞を楽しむ 11 月 18 日(土) 32 人 
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⑦ 青少年事業  決算額 978,784 円 

 愛知県青少年育成県民会議主導のもと、女性の会や警察、少年補導委員、

県職員等と連携し 7 月と 11 月に街頭啓発活動を実施。午後 5 時頃からヨシ

ヅヤやヤマナカアルテ津島店周辺において声かけをしながら青少年の健全

育成に関する啓発品を配布した。（延べ参加人員 45 人） 

 その他の事業として、青少年の豊かな心を育むため、様々な社会体験や自

然体験活動を実施するため、青少年活動を支援する団体、高等学校のクラブ

等 13 団体の協力を得て、平成 30 年２月３日（土）に文化会館で「つしまお

やこワクワク体験活動フェスティバル！」を開催し 468 人の参加を得た。 

 

 

⑧ 公民館事業  決算額 12,423,409 円 

地域の住民の実際生活に即する教育、学術及び文化に関する事業として、

中央公民館では 14 講座（延べ人数 1,180 人が受講）、神島田公民館では 11

講座（延べ 1,129 人が受講）、神守地区公民館事業として生涯学習センター

で 2 講座（各講座 1 回開催、32 人が受講）を開講した。 

中央公民館では 30 団体、神島田公民館では７団体の公民館クラブ同好会

が集い、学習する場所として積極的に施設を活用していただいた。 

教室講座とクラブ同好会の作品展を、小規模ながらロビーで行い、来館者

に見ていただいた。 

貸館での利用を含めた全利用者数は、年間で中央公民館は 28,244 人、神

島田公民館は 8,187 人となった。 

 

⑨ 生涯学習センター管理・運営事業  決算額 36,596,390 円 

誰もが気軽に利用でき、スポーツ等に親しむことができる施設として、平

成 24 年 1 月より屋外施設の利用を開始。 

また、会議室等の屋内施設については改修工事後、平成 25 年４月より利

用を開始し、利用者の目線に立った、利用しやすく親しまれる施設づくりを

進め、平成 27 年４月より市外利用者の使用料を、通常使用料の３倍の額と

ために（4 回） 11 月 25 日(土) 36 人 

12 月２日(土) 33 人 

12 月９日(土) 37 人 

アートに触れて広

がる世界（3 回） 

２月 17 日(土) 18 人 

２月 24 日(土) 20 人 

３月３日(土) 17 人 
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する規定を廃止し、ホール・会議室等の利用受付期間を延長した。 

利用者は年間で屋外施設は延べ 23,853 人、屋内施設は延べ 62,406 人が

利用した。 

 

⑩ 総合型地域スポーツクラブ活動補助事業  決算額 166,000 円 

 生涯スポーツの実現に向けて、総合型地域スポーツクラブ「津島スポーツ

クラブ・ホワイトウイングズ」を平成 16 年に立ち上げた。安定した自主運

営を目指し、活動内容の再検討、指導者の確保・育成等市民が主体的に運営

をできるよう支援を行った。また、クラブ体験見学会や夏・冬の自然体験教

室、会員ふれあいＤＡＹ等のイベントを開催し、さらにクラブのＰＲに努め

ることで、会員数増加につなげることができた。 

平成 29 年度登録会員数 306 人 

会費 個人会員 年間 7,000 円  半年 3,600 円 随時 600 円×月数 

    ﾌｧﾐﾘｰ会員 年間 13,000 円 半年 7,200 円 随時 1,200 円×月数 

 

⑪ スポーツフェスティバル事業 

 市民の誰もが生涯にわたって参加できるスポーツ・レクリエーションの場

を提供することを目的として、市民と協働で年 1 回、10 月の体育の日に開

催している。実行委員会を５回開催し、幼児から高齢者までが参加できるニ

ュースポーツ等を企画して、各種ボランティア活動団体の支援を受け実施す

るイベントである。 

   

 ⑫ 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会事業 

   ㈱かんぽ生命保険、ＮＨＫ、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟が主催し、「津

島市制施行 70 周年記念事業 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が平

成29年８月10日、東公園グラウンドで行われ、子どもから高齢者まで1,240

人の方々が集まった。ＮＨＫラジオで全国に生中継されたラジオ体操のほ

か、講師によるポイントレッスンも行われ、改めてラジオ体操の正しい動

きを習得し、健康づくりの効果をさらに高める絶好の機会となった。 

 

⑬ 各種団体への行政関与の見直し事業 

 津島市行政経営システムにより、行政関与の見直しが求められている。外

郭団体の体育協会などは、教育委員会社会教育課が事務局となっていたため、

平成 25 年度より事務局を生涯学習センターに移設し自主運営を行っている。 
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○担当課による評価 

① 堀田家住宅の観覧促進やリピーターを増やしていくには、魅力ある企画を

定期的に行うなど創意工夫を図る必要がある。 

② 平成 27年度より津島市都市再生整備計画の一事業として山車蔵基本デザイ

ン事業に着手、山車蔵の収蔵庫としての機能向上とともに観光資源としての

価値を付加していくための建替えや改修工事に要する経費の一部を補助する

ものであるが、市内に残る文化遺産の保護のため、その特性に応じて必要な

措置を継続して講じていくとともに、優れた魅力を市内外へと効果的に発信

していくことが求められる。 

③ 東小学校区の家庭教育推進協議会の取り組みにより、異学年交流や三世代

交流のほか、地域の方とのふれあい事業が行われ、家庭の教育力を高められ

た。また、「海部地区子育て支援交流会」において東小学校の取組みや当市事

業発表が行われ、近隣市町村へ活動報告と情報提供を行った。平成 30 年度の

指定地域においても、地域の特性や事情を考慮しつつ事業の充実が求められ

る。 

④ 平成 29 年度も継続して市内全８小学校にて放課後子ども教室を開設。認知

度の高まりとともに参加希望者が増えているが、児童が負傷する事故も増え

てきており、定員は前年と同数とした。あらためて運営体制の強化を図り、

安全な場の提供に努める。 

⑤ 図書館、スポーツ施設、公民館、集会所等のチエックリストを作成し、そ

の徹底を図るためモニタリングを実施するとともに定期的な打ち合わせ・情

報交換を実施したことにより市民満足度が向上した。 

⑥「生涯学習ガイド」を発行し、市民が活用しやすい学習情報を提供した。ま

た、大学と協力して講座を企画し市民大学講座を２講座開講。今後、市民ニ

ーズにあった内容で実施することにより、受講者増加に努める必要がある。 

⑦ 愛知県青少年育成県民会議と連携し、年２回の啓発活動を関係機関や団体

が協力し合い実施したが、啓発活動にとどまっている。 

⑧ 毎年受講希望者が多い講座もあり、公民館事業の大切さを示してはいるが、

受講希望者にリピーターが多いこと、新規の受講者が少ないことは例年の課

題である。平成 29 年度神島田公民館において、小学生を対象にした「日本舞

踊体験教室」「子どもヒップホップダンス教室」「親子ヒップホップダンス教

室」を新たに開講したが、応募状況は定員数を大幅に下回った。参加者には、

内容的に好評であったので、次年度実施に向けて、日程や時間帯などの検討

をし、広報活動を工夫する予定。実施講座から、公民館クラブ・同好会に発

展する団体を生み出すことは、大切な公民館事業のひとつであるが、神島田

公民館開催の「つり雛作り教室」がクラブ化実現し、活動を始めた。しかし、
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現存する同好会やクラブのいくつかは、会員の高齢化で近い将来活動継続が

困難になると訴えている。さらには、津島市公共施設等総合管理計画で、中

央公民館の廃止が決定していることや、価値観が多様化している現代社会で、

地域が望む公民館事業の具現化はたいへん難しく、事業の成果を評価するこ

とも難しいため、今後の公民館事業は、市民の理解を得られる事業展開を模

索することになる。 

⑨ 誰もが気軽に利用でき、スポーツ等に親しんでいただけるよう施設改修を

進めているが、引き続き老朽箇所の修繕等を行う必要がある。また、平成 29

年度途中で津島総合プール（屋内プール）において、天井の一部が剥離し、

利用を休止することとなった。今後の施設のあり方、利活用の仕方について

は、市全体の施設の中で検討していく必要がある。 

⑩ 総合型地域スポーツクラブは、見学会やふれあいイベント等を実施するこ

とでその活動内容を広く市民へ周知し、会員数の増員を図ることができた。

今後は指導者の育成や会員増加に伴う場所や内容の検討、新しいイベントの

実施、活動の周知を図っていく必要がある。 

⑪ スポーツフェスティバルは、行政と市民の協働による市最大のスポーツイ

ベントとして、日ごろスポーツに馴染みのない方や幅広い年齢層の方々に気

軽にご参加いただけるよう実施している。イベント内容については、毎年来

ても楽しめるような工夫をし、新しい企画等についても検討していきたい。 

⑫ 津島市制施行 70 周年記念事業として夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

を実施し、ＮＨＫラジオで全国に生放送された。現在はラジオ体操の効果が

見直されており、効果的な健康づくり、筋力アップができると同時に、地域

のさまざまな世代の交流の場となることが期待されるため、市で行なってい

る「みんなのラジオ体操」のほか、各校区での実施につなげていくことが課

題となる。                                                                                          

⑬ 体育協会は、平成 25 年５月より事務局を生涯学習センターに移設し自主運

営を開始した。現在はさらに自立した運営を目指し支援を行なっている。 

 

 

○学識経験者の意見 

・歴史と伝統の津島市に生まれ育まれる児童生徒が、わが郷土を誇り、その歴

史を語り、恵まれた文化財を活用していくことができるような、将来の文化の

伝承者へと育てていくためにも、郷土の歴史的遺産活用事業の進め方を一考し

ていただきたい。 

地域の公民館を拠点に独自の活動が大変活発に展開されている。これは地域

のコミュニティの組織が確立され、企画された活動がより円滑に進められるよ
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うになった証だと考える。また、公民館は学校が地域と繋がる拠点の一つとし

て大事な場であると同時に大切な役割も担っていると考える。今以上に活性化

するように支援していただきたい。 

 高齢化社会の現代において、生涯に渡って学び続け、身体を動かすことがで

きる環境を整えることは大切なことだと考える。魅力ある学習内容が提供され、

いつまでも安心してスポーツが楽しめる、いつまでも健康に楽しく暮らせる、

そんな街づくりをこれからも推進していただきたい。 

 新しい事業や新しい企画は、軌道に乗せるまで時間も人も手間もかかるとは

思いますが、マンネリ化を防ぎ津島市を元気にするためにも、斬新な取組で市

民の心をつかみ盛り上げていっていただきたい。 

 

・歴史と伝統のある津島市は、貴重な文化財に恵まれている。それらを活用す

ることは文化の伝承につながり、郷土愛をも育むことになる。多くの文化財資

源の活用法を今一度検討してみると共に、伝統文化の火を絶やさぬ取り組みを

継続していただきたい。 

 仕事を持つ保護者からの放課後子ども教室の人気は高く、定員を超え抽選に

なるところもあった。本来は、希望者がすべて入所できることが望ましいため、

対応策を検討していただきたい。また、夏休み中だけの受け入れ希望も根強い。

子ども教室によっては施設設備の老朽化の目立つ所もあり、子どもたちの安全

を最優先に対応策を検討していただきたい。 

 市民が活用しやすい生涯学習情報｢生涯学習ガイド｣の発行とホームページへ

の掲載は、情報提供の方法としては適切であった。講座によって参加者のばら

つきがあり、今後は、市民のニーズを考慮し、興味関心の高い講座をできるだ

け取り入れるよう努めてほしい。 

スポーツフェスティバルは、市最大のスポーツイベントで、参加者の年齢層

が幅広く、気軽にいろいろなスポーツを楽しめる。今後も継続して実施してほ

しい。 

「担当課による評価」は、複数年の利用者・参加者人数等を比較すれば、よ

り明確で客観的な評価となるのではないか。 

 


